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中期計画の策定について 
 
 
 当社は、新たな中期計画を策定いたしましたので、お知らせいたします。 
詳細につきましては、添付資料をご参照願います。 
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中期経営計画
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 コンデンサ事業、プリント回路事業ともに、売上の中心をボラティリティの大きい民
生向けから、技術力、生産力が活かせる車載、産業・通信機器向けにシフト

過去 10年間の歩み

2005年 2009年 2013年
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事業環境

現在まで 今後の見込み

市場
（自動車向け電
子部品市場）

 安全性・環境対応のため、電
装化が進行中

 安全走行、事故防止のため
の安全装置の装備が義務化

 センサー技術を活用したドライ
バーサポート機能が拡充

 ＩＴＳ（高度交通システム）・自動運転
等電装化の範囲拡大

競合
 車載電子部品業界、特に日

系Tier1においては日系部品

メーカーが強み

 電子部品企業にもグローバル
での複数拠点生産が必要

 車載専用新製品の開発能力
が差別化の鍵

当社
 グローバルに展開する有力

顧客の基盤を構築

 事業提携・Ｍ＆Ａを活用しなが
ら、生産拠点グローバル化、
新製品開発進める
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市場環境～自動車電子部品増加予測

低炭素・循環型・・自然共生社会の構築

環境対応次世代自動車の普及により、既
存自動車と次世代自動車の部品構成市
場が大きく変わり、電子部品の需要が拡
大する。

次世代環境車の拡大 ドライバーサポート搭載車拡大

車の安全は、衝突安全から予防安全へ
移行。
AEB（衝突防止）はＥＵ（2013年～）、日
本（2014年～）において、法規制化 。

センシング技術による安全対策の法制化

ADAS : Advanced Driver Assistance Systems 
AEB : Automatic Emergency Braking

HEV : Hybrid Electric Vehicle
PHEV :  Plug-in hybrid car
EV : Electric car

弊社予測弊社予測
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「車載品質ナンバーワンを目指し、

信頼されるエルナーブランド」の確立

エルナーのビジョン

売上 車載・産業・通信機器へ注力

成長戦略の加速

技術・開発 高付加価値製品の開発・販売を強化

生産 高信頼性を維持向上しながら、グローバル拠点を拡充

ELNA Vision – 5年後に向けたELNAのあり方

提携 必要リソースを相互活用できる事業提携推進
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中期戦略

グロ―バル車載・産業・通信機器市場において存在感のある企業へ

中期経営目標

車載・産機・通信へ注力しながら売上高500億円目指す

経営戦略

大型電気二重層、ＬＩＣ（リチウムイオンキャパシタ）、ミリ波
レーダー用プリント回路等、新製品を積極拡販

財務体質改善をすすめ、5年後D/Eレシオは0.8倍を目指す
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中期経営計画

 2018年度で売上高400億円、
営業利益率7％を目指す

 コンデンサ事業

 2015年度に海外拠点の車載

供給体制確立による顧客基
盤拡大

 2016年度に大型電気二重層

の量産体制

 プリント回路事業

 2015-16年度に海外拠点の

増産体制確立

 2017年度以降ハイブリッド製

品の拡販

 長期的には売上高500億円

の目標を掲げ、早期実現を目
指して成長を加速

連結営業利益率

売上高（プリント回路事業）

売上高（コンデンサ事業）

8



All Rights Reserved, Copyright(C) ELNA CO., LTD 2014

中期経営計画の財務目標

(注) EPSの( )内は優先株を含めた場合の数値。

売上高、営業利益の内訳には太陽光発電事業の数値を記載しておりません。

2013年度（実績） 2014年度（計画） 2016年度（計画）

金額（利益率） 金額（利益率） 金額（利益率）

売 上 高 288 290 321
コンデンサ事業 105 112 135
プリント回路事業 182 177 185

営 業 利 益 2.7 (0.9%) 10.4 (3.5%) 16.8 (5.2%)

コ ン デ ンサ事業 7.3 (6.9%) 5.4 (4.8%) 9.2 (6.8%)

プリント回路事業 ▲ 4.5 (▲2.5%) 4.7 (2.6%) 7.3 (4.0%)

当 期 利 益 ▲ 5.3 (▲1.8%) 2.7 (0.9%) 8.4 (2.6%)

E P S
▲12.82円
(▲9.43)

6.49円
(4.77)

20.34円
(14.95)

ネットD/Eレシオ 2.3倍 2.1倍 1.5倍

（単位：億円）

2018年度（参考）

金額（利益率）

400
170
230

28.0 (7.0%)

13.8 (8.1%)

14.0 (6.0%)

16.2 (4.0%)

39.02円
(28.68)

0.8倍
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売上高・営業利益 ～コンデンサ事業

 車載電装品の売上拡大により、18年の利益率8%の達成を目指す。

営業利益率

売上高
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売上高・営業利益 ～プリント回路事業

 海外生産拡大と新規製品の拡販により、18年の利益率6％の達成を目指す。

売上高
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設備投資計画

 車載・産業・通信機器関連への能力増強投資を実施してきた。

 今後は、高付加価値カスタム製品やイノベイティブ製品開発のために毎年16-
20億円の投資を行っていく予定。

設備投資（プリント回路事業）

設備投資（コンデンサ事業）

(注) 上記のグラフは太陽光発電事業の数値を含みません。
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電気二重層ｺﾝﾃﾞﾝｻ
ｴﾈﾙｷﾞ回生、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ用途
大形低抵抗品：DWｼﾘｰｽﾞ

・2.7V、最大3000Ｆ

2015年 拡販開始

2016年 本格量産化販売開始

ｱﾙﾐ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ
各種ECU、ｴｱﾊﾞｯｸﾞ用途

(1)耐振動品：RTTｼﾘｰｽﾞ(SMD)

・耐振動30Ｇ、高温125℃

2014年 量産販売開始

2015年 ﾘｰﾄﾞ品の量産化販売開始

(2)高温度、長寿命、高ﾘﾌﾟﾙ、低ESR、高耐圧
品の更なるﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ拡充

製品戦略 ～コンデンサ事業

2014年以降、車載市場に新商品を投入

車載の新カテゴリーへ参入
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製品戦略 ～プリント回路事業

高周波ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ基板
高周波特性の必要
な部分と制御部分を
一体化した、異種基
材のハイブリッド基
板。ミリ波レーダー用
途などにおいて小型
化、低コスト化に寄
与。

高周波ミリ波
レーダーへ参入

高密度・高放熱・高耐熱・高周波の製品開発
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新事業開発

新事業開発グループはアルミ電解コンデンサ、電気二重層コンデンサに加え、
新規事業として新型エネルギーデバイスの開発に取り組んでおり、今回コイン形
セルとしては世界初の高耐圧となる定格電圧３．８Ｖのリチウムイオンキャパシ
タの技術開発を発表しました。（2014年3月19日）

将来この技術により現在の電気二重層コンデンサで開発を
進めている円筒形低抵抗タイプを、更に小形軽量大容量のも
のに進化させることで、様々な用途に応用できます。

一例として、電池の補助として通信やアクチュエーター等
のパワーアシスト電源用途、更には導入の拡大が進んでいる
アイドリングストップ車、重機、エレベータ等の回生電源、
スマートグリッドでの通信網の緊急バックアップ電源等の市
場にも応用できると考え、今後更なる高エネルギー密度のリ
チウムイオンキャパシタの早期開発を目指してまいります。

注）本内容は技術発表であり、製品化には今後の需要動向を見ながら、対応いたします。

コイン形大容量リチウムイオンキャパシタを開発
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生産戦略 日本と東南アジア拠点の拡充

青森 コンデンサ生産拠点

高付加価値品の生産拠点

研究開発センター機能

内層基板に特化した車載注
力工場

滋賀工場の補完工場

白河 プリント回路生産拠点

高信頼・高品質基板工場

国内最大規模の車載工場

研究開発センター機能

タイ チェンマイ
コンデンサ生産拠点

マレーシア ベナン
プリント回路生産拠点

松本 プリント回路生産拠点

車載最適化工場へ

東南アジアで主要な日系車
載基板工場

車載最適化推進

滋賀 プリント回路生産・
開発拠点

薄板、小物品、特殊品対応

マレーシア ベナン
コンデンサ生産拠点

車載向け比率の拡大

Nantong JH-ELNA
Electronics Co. ，Ltd

 コンデンサ合弁工場
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太陽光発電事業（2013年11月稼働）

導入設備 三菱電機株式会社製太陽光パネル使用

発電能力 1,990kW

年間発電量
2,000千kWh

※一般家庭の約600世帯分の年間使用量に相当

二酸化炭素削減量
二酸化炭素削減量630トン/年

※杉（樹齢80年）が1年間に吸収するCo2 約45,000本分

自然環境にやさしい「再生可能エネルギー」の普及促進に努め、企業の社会的責任
として環境負荷低減などを通じて社会に貢献する。

白河工場
福島県西白河郡西郷村 事業運営：エルナーエナジー株式会社
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（注）本資料にて開示されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在
の判断や入手可能な情報に基づくもので、種々の要因により変化するこ
とがあり、これらの目標や予想の達成、および将来の業績を保証するも
のではありません。また、これらの情報が、今後予告なしに変更されるこ
とがあります。従いまして、本情報および資料の利用は、他の方法により
入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によって行ってくださいま
すようお願いいたします。 本資料利用の結果生じたいかなる損害につ
いても、当社は一切責任負いません。




